









































1995 年の 4 月に、国際関係論の担当教員として京都の私立大学に移った。そ
して、国際法と国際機構論を担当するために神戸市外国語大学に着任したの

























 これまでおよそ 30 年間、ことばを操り、文字を連ねるのが仕事であった。
6 船尾　章子
本が増えるのは、必要からはもちろん、本好きだからでもある。これからも
日常ことばを使い続けるのならば、三畳の小間だけは、ことばのない世界、
特別な非日常空間にしてみるのも一興かと思っている。一切ことばを使わな
いというのが、無念無想の状態だとすれば、実は容易には達成できない。こ
とばには豊かな可能性がある一方で、決してことばの及ばない世界も確かに
存在する。感覚器が受容できない微細なもの、遠方のものが確かに存在する
ように。一旦ことばを断ってみるのは、そんな未知の領域に踏み出す第一歩
となるかも知れない。 
 そういえば、臨済禅の公案集、『碧巌録』には次のような一節がある。 
「一塵挙がって大地収まり一華開いて世界起る」 第一九則 
微細な塵が大地のすべてを内包し、小さな花に世界全体が備わっているとい
うのは、一片の塵、はかない花を媒介に無限の広がりを捉えられるというこ
となのだろうか。とにかく、見過ごしがちだった細部を愛でて新たに無辺際
を感得しようとの思いから、わが栖を一華居と銘じた。果たして、小間から
何が感知できるのか、いまは未知数ながら、ことばの溢れる世界を補完する
何かがあるに違いない。  
 さらば、どなたさまも、どうぞ御機嫌よろしゅう。 
7終の栖より
